
資料Ⅱ－４

臭素酸カリウムに係る対応について



第１類酸化性固体の性状確認試験では、燃焼試験において比較する標準物質として「臭素酸カリウム」が使
用されている。臭素酸カリウムは、危険物輸送に関する国連勧告の酸化性固体の確認試験でも使用されている
が、発がん性が疑われる物質であることから、将来的に臭素酸カリウムを使用した試験が削除される予定であ
る。したがって、国内での今後の対応方針について、昨年度から「危険性を有するおそれのある物質等に関す
る調査検討会」での議題としている。
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【評価表】

1 これまでの経緯

※燃焼試験及び落球式打撃感度試験の結果に応じて判定する。

Ⅰ：第１種酸化性固体（指定数量 50㎏）
Ⅱ：第２種酸化性固体（指定数量 300㎏）
Ⅲ：第３種酸化性固体（指定数量 1,000㎏）



標準物質である臭素酸カリウムの代替候補として、「過塩素酸マグネシウム」「過酸化カルシウム」「高度
さらし粉」の３物質をピックアップし、それぞれ消防法令に沿った燃焼試験を実施

調査物質 粒度
燃焼時間

備考
重量比１：１ 重量比４：１

臭素酸カリウム 300㎛～150㎛ 27.6秒 17.2秒

過塩素酸マグネシウム 300㎛～150㎛ 9.2秒 7.0秒 潮解性あり
粉砕時に爆発の危険性

過酸化カルシウム 150㎛ 101.4秒 27.4秒

高度さらし粉 300㎛～150㎛ 79.8秒 24.8秒 人力粉砕が困難
強烈なカルキ臭

【調査物質及び燃焼時間】

３ 令和元年度の検証結果

候補除外

臭素酸カリウムに係る対応について（２／６）

候補除外

※過酸化カルシウムの重量比４：１燃焼時間（27.4秒）が、臭素酸カリウムの重量比１：１燃焼時間（27.6
秒）と近似していた。



臭素酸カリウムに係る対応について（３／６）

４ 過酸化カルシウムの試験結果



臭素酸カリウムに係る対応について（４／６）

・現時点では臭素酸カリウムの代替物質として過酸化カルシウムがベターと考えられるが、
引き続き検討することが望ましい。なお、過酸化カルシウムの粒度は＞１５０㎛とあるが、
粒度の幅の制限をしておく必要はないのか。

・過酸化カルシウムを第一候補として検証を続けるのは妥当である。

・標準物質である臭素酸カリウム（1：1）と過酸化カルシウム （4：1）の燃焼時間が、
ほぼ等しくなったことから、提案にもあるように、粒度、純度、重量比等の違いを調べる
ことが望ましいと考える。また、臭素酸カリウムについても重量比等のデータを得て、過
酸化カルシウムのデータと比較しても良い。なお、文献）によると、重量比4：1または
1：1の割合で、ほぼ燃焼速度が最大となるという記述があった。

５ おそれ検討会委員意見

〇主な意見

※検証結果及び各委員の御意見から、令和２年度は過酸化カルシウムについて粒度及び重量比
を比較しながら検証を進める。

代替候補物質の試験結果について、第３回おそれ検討会で各委員から以下のとおり意見を
いただいた（議事要旨参照）



臭素酸カリウムに係る対応について（５／６）

６ 令和２年度の検証計画

【過酸化カルシウムの検証表】

試験品 １：１ ２：１ ３：１ ４：１

過酸化カルシウム

100㎛～
200㎛ 秒 秒 秒 秒

200㎛～
300㎛ 秒 秒 秒 秒

300㎛～
400㎛ 秒 秒 秒 秒

臭素酸カリウム 150㎛～
300㎛ 秒

粒度

※現行法令（標準物質）
臭素酸カリウム
混合比 １：１
粒度 150㎛～300㎛

木粉との
重量比



臭素酸カリウムに係る対応について（６／６）

７ 令和２年度スケジュール
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第2回検討会 9月 ２日
第3回検討会 3月１０日
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料
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※ 来年度以降については、ＵＮ検討部会との整合性を図りながら、本検討を継続する。
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